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※３歳未満の子どもは、各席とも２人までは無料です。

※３歳以上の子どもは１人として扱います。

販売日時・場所（先着順に販売）
・５月28日㈫ 19：00～20：30
いせ市民活動センター北館（いせシティプラザ）・１階ホール

・５月29日㈬～
コンビニエンスストア（サークルＫ、サンクス、ローソン、

ファミリーマート、セブンイレブン、ミニストップ）、観光

事業課、市のホームページなど

※延期となった場合は、７月26日㈮・午後５時まで、購入し
ていただいた場所で払い戻しをします。

※川端町桟敷席の販売について、詳しくは、川端町自治会・佐々

木会長（☎㉕3493）へ問い合わせてください。

事 業 費〔平成25年度〕　約7,810万円（うち市負担額3,700万円）
観覧者数〔平成24年度〕　約25万人

神宮式年遷宮奉祝

第61回 伊勢神宮奉納全国花火大会
観光事業課内・伊勢神宮奉納全国花火大会事務局（☎㉑5566）

と き ７月13日圡 午後７時25分～
※大雨・強風・河川増水時は、９月14日㈯に延期します。

ところ 宮川河畔
（度会橋上流）

観覧席
６人用【Ｂ・Ｃ席】…15,000円
２人用【Ｐ席】………  6,000円

個人自由観覧席
【Ｇ席】…1人1,500円

有料観覧席を販売

立
ち
入
り
禁
止

立
ち
入
り
禁
止

度会橋度会橋

至 伊勢市駅➡至 伊勢市駅➡

⬅至 松阪⬅至 松阪

立
ち
入
り
禁
止

立
ち
入
り
禁
止

ＢＢ

ＰＰ

ＧＧ
ＣＣ

打
ち
上
げ
現
場

打
ち
上
げ
現
場

有料観覧席【２人用】
6,000円

有料観覧席【６人用】
15,000円

有料観覧席【６人用】
15,000円

有料個人自由
観覧席
１人 1,500円

川端町桟敷席
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五十鈴川

勢
田
川

宮川宮川大橋

宮川橋

度会橋

御薗小

厚生中
浜郷小

伊勢市駅

中島小

宇治山田高
市役所

県伊勢庁舎

二見小

夫婦岩

明野駅

小俣中

明野小

近鉄山田線

　下水道が使える区域以外に住んでいる皆さまには、合併浄化槽

の設置を推進しています。合併浄化槽を専用住宅などに設置する

場合、補助制度がありますので、詳しくは環境課へ問い合わせて

ください。

※大型浄化槽により共同処理をしている団地は、補助の対象とな

りません。

　下水道工事が完成し、下水

道への接続ができるようにな

った区域の皆さまは、下水道

への早期接続にご協力をお願

いします。

下水道が使える区域外では
合併浄化槽の設置に補助

下水道の早期接続を
環境課（☎㉑5542） 下水道施設管理課

（☎421538）

下水道建設課（☎421530）

平成25年度に行う下水道工事
市では、生活排水の処理を進めるために下水道事業を行っています。
今年度の下水道工事の予定箇所は、次のとおりです。

工事中は、通行
止め・振動・騒
音などでご迷惑
をお掛けします
が、ご理解・ご
協力をお願いし
ます。

下水道工事費〔平成25年度予算額〕　26億4,319万３千円（うち国補助金９億5,500万円）

凡　　　例

下水道が使用できる区域

今年度に工事を予定している区域

来年度以降に工事を予定している区域

工事予定箇所や時期は変更するこ
とがあります。

▲平成25年度工事
予定箇所
小俣町湯田・明
野の各地区内

▲平成25年度工事予定箇所
二見町江の地区内　　　

▲平成25年度工事予定箇所
浦口１～３丁目、二俣１丁目、辻久留１丁
目、常磐２・３丁目、宮町１丁目、一之木
４丁目、大世古４丁目、小木町、田尻町、
船江２・３丁目、勢田町の各地区内
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一人ひとりが輝くために
シリーズ人権

人権政策課（☎㉑5546）

学校での人権学習の取り組みから、前回に引き続き、今回は中学生の作文を紹介します。
※この作文は、平成24年度人権作文集「人権の芽」に掲載されたものです。

　同じ事を何度もくり返し言われると、「あーめん

どくさ。」と思うけど、それで会話する事をやめる

のは、会話をやめる理由にならないんじゃないかと

最近気づきました。

　私のおばあちゃんは、私が小学五年生の時に認知

症だという事が分かりました。それまで私は、おば

あちゃんに髪の毛を結んでもらったり、一緒にカー

ドゲームをしたりしていました。おばあちゃんは、

一人の女友だちみたいで、とても嬉しかったです。

認知症だと分かってからも、私はおばあちゃんの家

に行って、カードゲームをしました。神経衰弱を一

緒にした時、おばあちゃんは、ルールを忘れていて、

ただ、カードを動かしていただけでした。その行動

が、私にはとても悲しくつらい事でした。今までは、

神経衰弱もできていたのに……。私はその事があっ

てから、おばあちゃんの家に行く回数が少なくなっ

ていきました。行きたいと思う反面、これ以上おば

あちゃんが変わっていく姿を見たくないと……。家

はとなり同士ですごく近い距離なのに、とても大き

な壁がたちはだかる感じでした。

　私がおばあちゃんの家に行っていなかった間に、

病気は急激にエスカレートしていきました。おばあ

ちゃんとおじいちゃんは仲が良くてけんかなんてめ

ったにしなかったのに、毎日のように怒鳴り声が聞

こえてくるようになりました。それでも、おじいち

ゃんは、ご飯を作ったり、洗たくするのを毎日続け、

おばあちゃんにいっぱい話しかけています。おばあ

ちゃんだけでも手一杯なのに、私たち兄妹の心配を

してくれたり、塾の送迎をしてくれたり。私は、そ

んなおじいちゃんをすごく尊敬しているけど、体を

こわさないかが心配です。お母さんやお父さんもお

じいちゃんを心配して、毎日のようにおばあちゃん

の家に行くようになりました。おばあちゃんとおじ

いちゃんのけんかを止めに行くためにです。私もけ

んかを止めに行きたかったけど、私は自分の家の中

から見守る事しかできませんでした。

　ある日、お父さんが一人で泣いている所を私は見

てしまいました。前にお父さんが、「ばあちゃんは

な、俺がぜんそくで体が弱かったから、必死で看病

してくれるしっかり者なんやで。」と言ってました。

私もおばあちゃんが病気だと分かった時、悲しかっ

たけど、お父さんは私よりももっともっと悲しかっ

たんだろうなと思いました。その事に気づいてから

私はまた、おばあちゃんの家に行くようになりまし

た。

　おばあちゃんは、「来てくれへんでさみしかった

わ。」と言ってくれました。私と一緒に遊ぶ事を楽

しみにしてくれていたのだと分かってとても嬉しか

ったです。けど、カードゲームはできないので、お

しゃべりをしていました。おばあちゃんは同じ事し

か話せないようになりました。脳の神経がマヒして

いて、さっき言った事をすぐに忘れてしまうのです。

だから、大好きなおばあちゃんと話しているうちに

「めんどくさいなー。」と心の中で思っていたのです。

病気だからしかたがない事で、おばあちゃんは何も

悪くないのに。私が、おばあちゃんは病気だから「め

んどくさいな。」と思う事も、実は、差別の始まり

なんじゃないのかと気づきました。病気も体に障が

いをあたえているのだから私は、そういう人たちを

助けていかなくてはいけないのだと。

　おばあちゃんは今、デイサービスに通っています。

デイサービスに行って、色々な人と話をしたりして

脳を活性化させ、病気が進行していくのをおくらせ

たりしています。最初は行きたくないと言っていた

ので心配だったけど、今は「行ってきます。」と言

って出かけているので、とても安心しています。

　最近、高齢化が進んでいく中で、みなさんの身近

な所にもお年寄りが増えてきているのではないでし

ょうか。そのお年寄りに、みなさんはしっかりあい

さつをして交流を深めていますか。私は、病気の予

防に一番いいのは、「会話」だと考えます。人は人

と話す時に、頭の中で考えてから言葉を発します。

私たちみたいに学校に通っていないお年寄りは、会

話をする機会が非常に少ないのです。だから私たち

は、地域の人たちに積極的に話しかけにいく事を心

がけていきましょう。私は、その第一歩として、お

ばあちゃんとおじいちゃんの家に足を運び、いっぱ

い話していきたいと思います。たとえ、おばあちゃ

んが、私だと分からないようになってしまったとし

ても、私は、大好きなおばあちゃんと少しでも長く

一緒にいられるようにおばあちゃんとの時間を大切

にしていきたいです。

「おばあちゃん」（中学１年生）
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自
ら
が
考
え
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
全
24
小
学
校
区
で

の
「
地
区
み
ら
い
会
議
」
の
設

立
お
よ
び
住
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

地
区
み
ら
い
会
議
を
設
立
し

た
地
区
で
は
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
、
将
来
に
つ
な
が
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
住
民

　

市
で
は
、
住
民
自
ら
が
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
自
治
の
仕

組
み
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
未
来

づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
２
月
に
は
４
地
区

で
「
地
区
み
ら
い
会
議
」
が
設

立
し
、
現
在
、
24
小
学
校
区
中

13
地
区（
14
小
学
校
区
）で
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
に
続
き
、
３

地
区
が
設
立
準
備
会
を
立
ち
上

げ
、
自
治
会
役
員
を
中
心
に
各

種
団
体
も
参
画
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
解
決
や

地
域
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、「
地
区
み

ら
い
会
議
」
の
発
足
に
向
け
て

活
発
に
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
河
崎
商
人
館
の
展
示
物

に
は
、
日
本
で
最
初
に
作
ら
れ

た
図
解
入
り
の
百
科
事
典
「
和わ

漢か
ん

三さ
ん

才さ
い

図ず

会え

」
が
あ
り
ま
す
。

編
者
は
医
者
の
寺て

ら
じ
ま
り
ょ
う
あ
ん

島
良
安
で
、

江
戸
時
代
中
期
の
１
７
１
３

（
正

し
ょ
う
と
く徳
３
）年
に
作
ら
れ
、
全
巻

81
冊
が
専
用
の
木
箱
に
収
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

中
国
の
「
三
才
図
会
」
を
手

本
と
し
て
お
り
、
天
文
の
こ
と

か
ら
、
日
本
の
地
方
別
の
神
社

や
名
所
の
こ
と
ま
で
を
、
図
解

入
り
で
漢
文
に
よ
っ
て
解
説
し

て
い
る
分
野
別
事
典
で
す
。

　

伊
勢
に
つ
い
て
は
、
内
宮
や

外
宮
を
は
じ
め
、
朝
熊
山
の
説

明
が
あ
り
、
伊
勢
土
産
と
し
て

「
間あ

い

ノの

山や
ま

の
草
履
」
や
「
二
見

の
ヒ
ジ
キ
」
の
こ
と
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

全
体
の
内
容
は
、「
天
・
人
・

地
」
に
分
か
れ
て
お
り
、「
天
」

で
は
天
文
の
ほ
か
暦
や
占
い
な

ど
の
こ
と
を
、「
人
」
で
は
芸

能
や
職
人
の
ほ
か
武
器
や
楽
器

の
こ
と
、「
地
」
で
は
地
理
や

日
本
の
地
誌
の
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
も
多
く
の
蔵
が
残
る
河

崎
は
、
江
戸
時
代
以
降
、
参
宮

客
で
に
ぎ
わ
う
伊
勢
の
ま
ち
に

生
活
物
資
を
供
給
す
る
問
屋
街

と
し
て
発
展
し
た
町
で
す
。
河

崎
の
商
人
は
、
商
い
だ
け
で
は

な
く
学
問
へ
の
関
心
が
高
く
、

神
宮
を
訪
れ
た
多
く
の
学
者
や

文
人
か
ら
知
識
を
得
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
本
が

伊勢まるごと

博物館

文化振興課内・伊勢まるごと博物館
ネットワーク会議事務局（☎㉒7885）

だより 14

　

今
回
は
、「
伊
勢
河
崎
商
人

館
」
の
西
城
利
夫
さ
ん
か
ら
の

情
報
で
す
。

江
戸
時
代
の

　
　

　
　
　
百
科
事
典

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
㉔

市
民
交
流
課
（
☎
㉑
５
５
６
３
）

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

「
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
」の

取
り
組
み
状
況

高城まちづくりの会（今一色小学校区）
（２月17日設立）

進修まちづくりの会
（２月24日設立）

浜郷地区まちづくり協議会
（２月25日設立）

中島学区まちづくり協議会
（２月27日設立）

新たに設立した４地区の「地区みらい会議」
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河
崎
の
商
人
は
、
文
学
を
は

じ
め
宗
教
・
教
育
・
医
学
な
ど

の
広
い
知
識
と
教
養
を
得
る
た

め
、
問
屋
に
１
０
０
０
冊
以
上

の
本
を
持
ち
、
そ
れ
ら
を
理
解

す
る
た
め
に
和
漢
三
才
図
会
を

使
っ
て
い
た
の
で
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

伊
勢
河
崎
商
人
館
に
は
、
和

漢
三
才
図
会
の
他
に
、
伊
勢
に

関
係
の
深
い「
倭

や
ま
と
ひ
め
の
み
こ
と

姫

命
世
紀
」

な
ど
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る

多
く
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

和
漢
三
才
図
会
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
本
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ

て
お
り
、
解
説
の
部
分
は
、
医

師
の
人ひ

と

見み

必ひ
つ

大だ
い

が
１
６
９
５

（
元
禄
８
）年
に
書
い
た
食
の
辞

典
「
本ほ

ん
ち
ょ
う
し
ょ
っ
か
ん

朝
食
鑑
」
や
、
貝か

い

原ば
ら

益え
き

軒け
ん

が
１
７
０
９（
宝
永
７
）年

に
植
物
な
ど
の
分
野
を
ま
と
め

た
「
大や

ま
と
ほ
ん
ぞ
う

和
本
草
」
が
参
考
に
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、図
解
は
、

江
戸
時
代
前
期
の
１
６
９
０

（
元
禄
３
）年
に
出
版
さ
れ
、
商

人
や
職
人
の
こ
と
を
集
め
た

「
人じ

ん

倫り
ん

訓く
ん

蒙も
う

図ず

彙い

」
が
参
考
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

所 在 地　河崎２丁目25-32
電話番号　㉒4810
開館時間　９：30～17：00（商人蔵は10：00～）
休 館 日　火曜日（祝日の場合は翌日）
入 館 料　大人300円、高校生・大学生200円
　　　　　小・中学生100円

伊勢河崎商人館

家庭で実践！肥満予防のおすすめレシピ
◆あじのカレームニエル◆

材料（２人分）

作り方

１人分の栄養価

１　あじは３枚におろし、皮と小骨を取り除き、塩・こしょうで味
付けをする。

２　トマトとレモンはそれぞれくし形に切る。
３　小麦粉とカレー粉を混ぜたものを１にまぶし、フライパンを熱

してオリーブ油を入れ、両面を焼く。
４　器に３を盛り、２とパセリを添える。（お好みでレモンを絞っ

てください）

　簡単に食事のバランスを取るには、主食（ご飯など）、主菜（魚・肉・卵・大豆製品）、副菜（野菜・きのこ・海藻・
こんにゃく）をそろえることです。ダイエット目的で主食を抜くことは、脂肪を燃やしにくくするためお勧めでき
ません。全く食べないのではなく、量を減らすことで摂取エネルギーを調節しましょう。間食には果物や乳製品が
お勧めです。副菜のレシピについては、市のホームページの「くらしのガイド」－「健康」－「低カロリー・バラ
ンス食レシピ」平成19年５月分をご覧ください。

一口メモ 今回のテーマは「適正体重の維持に欠かせないバランス食」

185kcal／たんぱく質13.7g／脂質8.5g／塩分1.0g

他にもたくさんの「低カロリー・バランス食レシピ」を掲載しています。
市のホームページ「くらしのガイド」－「健康」－「低カロリー・バランス食レシピ」

低カロリー・バランス食 健康課（☎㉗2435）

あじ･････････ ２尾（120g程度）
トマト･･････････････････ 60g
レモン･･････････････････ 50g
パセリ･･････････････････適量

塩･････････････････小さじ1/4
こしょう････････････････適量
小麦粉･･････････大さじ１杯半
カレー粉････････････････適量
オリーブ油･･････････大さじ１

主菜

副菜：初夏和え

副菜：具だくさん味噌汁

主菜：あじの
カレームニエル



Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

た
だ
い
ま
活
躍
中
！
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相
当
の
覚
悟
が
必
要
で
す
。

　

苦
労
し
て
認
定
を
取
れ
た
と

し
て
も
、
勝
手
に
寄
付
が
集
ま

っ
て
く
る
も
の
で
は
な
い
の

で
、
社
会
貢
献
活
動
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
企
業
や
一
般
寄
付

者
に
対
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
自
身
が
し

っ
か
り
と
自
分
た
ち
の
活
動
を

説
明
し
、
寄
付
活
動
を
展
開
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
月
12
日
現
在
、
県
内
で
も
３

法
人
が
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人（
仮

認
定
を
含
む
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、
市
内
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
１
法
人
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
る

と
、
税
制
優
遇
を
受
け
ら
れ
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
ほ
か
、
同
法

人
に
寄
付
を
行
う
事
業
所
や
個

人
に
も
税
制
面
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
る
に
は
、
事
務

作
業
が
非
常
に
煩
雑
な
た
め
、

　

平
成
24
年
４
月
に
、
税
制
優

遇
な
ど
の
措
置
を
受
け
ら
れ
る

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
制
度
が
緩

和
さ
れ
、
全
国
で
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

仮
認
定
を
含
む
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
数
は
、
旧
制
度
で
認
定

さ
れ
て
い
た
２
６
５
法
人
と
合

わ
せ
て
、
全
国
で
３
３
６
法
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年

と
し
て
、
勉
強
・
実
践
を
し
な

が
ら
、
対
外
的
に
は
新
聞
・
雑

誌
に
は
載
ら
な
い
よ
う
な
情
報

を
皆
さ
ま
に
お
届
け
し
た
く
、

講
演
会
・
上
映
会
な
ど
の
企
画

を
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
折
に

は
、
皆
さ
ま
が
よ
り
良
い
人
生

を
生
き
て
い
く
上
で
の
気
付
き

の
場
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

船
井
幸
雄
氏
の
著
書
を
読
ん

だ
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
関

連
団
体
が
伊
勢
市
に
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
、
と
よ
く
驚

か
れ
ま
す
。興
味
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

よ
り
良
い
人

生
・
よ
り
良

い
世
の
中
を

つ
く
っ
て
い

く
た
め
に
、

共
に
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

　

「
に
ん
げ
ん
ク
ラ
ブ
」
は
、

株
式
会
社
船
井
総
研
の
創
業
者

で
あ
る
船
井
幸
雄
氏
が
、「
世

の
た
め
人
類
の
た
め
に
よ
り
よ

い
未
来
を
作
る
」
目
的
で
発
足

さ
せ
た
、
勉
強
・
実
践
を
す
る

団
体
で
す
。
現
在
、
全
国
約
５

０
０
０
人
の
会
員
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
老
若
男
女
・
国
籍
・

職
種
な
ど
に
関
係
な
く
、
世
の

中
を
良
く
し
た
い
と
考
え
る
意

志
の
あ
る
人
た
ち
の
集
ま
り
で

す
。

　

伊
勢
市
で
は
、
昨
年
４
月
に

「
に
ん
げ
ん
ク
ラ
ブ
伊
勢
」
が

発
足
し
ま
し
た
。
月
１
回
程
度

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
昨

年
12
月
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
で
白
鳥
哲
監
督
の

映
画
「
祈
り
」
の
上
映
会
を
行

い
ま
し
た
。
多
く
の
観
客
が
お

越
し
に
な
り
、
意
識
の
高
い
人

た
ち
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も「
に
ん
げ
ん
ク
ラ
ブ
」

代
表　

加
藤
千
晶　

に
ん
げ
ん
ク
ラ
ブ
伊
勢

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.45

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎
⑳
４
３
８
５
）

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料〔
平
成
25
年
度
〕

１
１
８
７
万
円

利
用
人
数〔
平
成
24
年
度
〕

５
万
８
５
２
５
人

パルティ４コマ劇場
「
ハ
ワ
イ
へ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
く
だ
さ
い
」

「
パ
ス
ポ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
行
け
ま
せ
ん
」

飛
行
機
に
乗
れ
な
く
て
も

大
丈
夫
だ
い
!!

ヤ
ッ
タ
ー
!!

ハ
ワ
イ
に
着
い
た
！

「
即
、
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

ぼ
く
は
、
人
間
じ
ゃ
な
い
の
に
ー
。

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

挑
戦
し
ま
せ
ん
か　

問
い
合
わ
せ
先　

い
せ
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー（
☎
⑳
４
３
８
５
）
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昭
和
43
年
、
消
費
者
の
生
活
の
安
定

と
向
上
を
目
的
と
し
て
「
消
費
者
保
護

基
本
法
」（
現
在
の
消
費
者
基
本
法
）
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
法
律
制

定
20
周
年
を
記
念
し
、
昭
和
63
年
か
ら

毎
年
５
月
を
「
消
費
者
月
間
」
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
消
費
者
月
間
の
テ
ー
マ
は
、

「
学
ぶ
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
〜
自
立

し
た
消
費
者
に
向
け
て
〜
」
で
す
。

　

高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
、
私
た
ち

の
生
活
は
豊
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
反
面
、
消
費
者
問
題
が
深
刻
化
し
、

た
く
さ
ん
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
大

量
生
産
・
大
量
消
費
型
の
社
会
の
中
で

製
品
の
安
全
性
が
問
題
に
な
り
、
そ
の

後
に
は
、
販
売
方
法
や
契
約
な
ど
に
関

す
る
こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
８
０
年
代
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
普
及
に
よ
っ
て
多
重
債
務
を

負
う
消
費
者
が
増
え
、
社
会
問
題
に
な

り
ま
し
た
。
１
９
９
０
年
代
以
降
は
、

Ｉ
Ｔ
革
命
と
い
わ
れ
る
急
激
な
高
度
情

報
化
に
よ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
架
空
請
求
や
ワ
ン

ク
リ
ッ
ク
請
求
と
い
う
新
た
な
問
題
も

発
生
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
変
化
し
て
い
く
社
会

情
勢
の
中
で
、
消
費
者
一
人
一
人
が
あ

ら
ゆ
る
情
報
に
注
意
を
向
け
、
自
分
の

身
を
守
る
た
め
に
学
ぶ
と
い
う
意
識
を

持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
消

費
者
被
害
は
他
人
事
で
は
な
く
、
誰
で

も
被
害
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

普
段
か
ら
新
聞
・
テ
レ
ビ
の
情
報
に

耳
を
傾
け
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
は
調

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
で
も
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

さ
あ
、
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。

時５月26日㈰、10：00～16：00　所観光文化会館・
４階　内午前：子育て・教育・暮らし・平和などを
テーマとした分科会、午後：分科会報告、記念講演

「みんなで幸福に～憲法の指し示す道」吉田豊さん

（名古屋大学文学部非常勤講師）　料500円（高校生
以下は無料）

※託児できます。

時６月１日㈯、18：30～20：45　所賓日館・２階大
広間　内世界的な二胡奏者であるウェイウェイ ウ
ーが率いる二胡・ピアノ・ギターのユニット「上海

ルンバ」によるアコースティック・ライブ　定200
人（先着順）　料前売り4,000円・当日4,500円　申５
月26日㈰までに同事務局へ

時６月９日㈰、18：30～20：30　所いせ市民活動セ
ンター北館（いせシティプラザ）・１階ホール　内
20年にわたりネパールを支援してきた垣見一雅（愛
称：OKバジ）さんと、横井久美子さん（シンガー・
ソングライター）、現地ネパールの高校教師・新聞

記者による活動報告会・交流会　定100人程度

時６月９日㈰、14：30～16：00　所観光文化会館・

大ホール　内管絃（双
そうじょうのねとり

調音取・賀
かてんのきゅう

殿急・酒
し ゅ こ し

胡子）、

神楽（磐
いわとびらき

戸開・鉾
ほこつるぎのまい

剣ノ舞）、舞楽（左
さほうのまい

方舞・萬
まんざいらく

歳楽・

右
うほうのまい

方舞・林
りんが

歌・長
ちょうけいし

慶子三度拍子）の演奏

南勢地区母親大会

ウェイウェイ ウー　二胡コンサート

垣見一雅（O
オーケー

Kバジ）
ネパール支援活動の報告・交流会

日本雅友会 第20回雅楽三重公演
宮中雅楽へのいざない

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベ
ント情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。イベント掲示板

第52回南勢地区母親大会実行委員会（☎24-6913）

ウェイウェイライブ伊勢事務局（☎28-1056）

NPO日本語支援「てらこや塾」（☎22-3726）

一般社団法人雅楽寮日本雅友会（☎0595-45-1166）

時とき　　所ところ　　対対象　　内内容　　定定員
料料金　　申申し込み

７月15日号＝５月31日㈮
８月１日号＝６月14日㈮

掲載申し込み
締め切り

伊勢市消費生活センター
予算額〔平成25年度〕
699万９千円（うち県補助金
434万３千円）

教
え
て

相
談
員
さ
ん
‼

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉑
５
７
１
７
）

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

消
費
者
月
間
っ
て
何
？
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てんぷら油の出し方

ふたを開ける

ここから入れる

　

市
で
は
、
ご
み
や
資
源
物
を

ご
み
集
積
所
へ
出
す
こ
と
が
困

難
な
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
ご
み
や
資
源

物
を
戸
別
収
集
す
る
「
ふ
れ
あ

い
収
集
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
一
人
暮
ら
し
の
人
ま
た
は

世
帯
員
全
員
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
世
帯
で
、
家
族
や

地
域
な
ど
に
よ
る
ご
み
出
し
の

協
力
が
得
ら
れ
な
い
場
合

・
要
介
護
２
以
上
の
認
定
を
受

け
て
い
る

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級
を
持
っ
て
い
る（
聴
覚

障
が
い
者
を
除
く
）

・
療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
を
持
っ
て
い
る

・
こ
の
他
、
市
長
が
特
に
必
要

と
認
め
る

申
請
場
所　

清
掃
課（
西
豊
浜

町
６
５
４
）、
環
境
課
、
各
総

合
支
所
生
活
福
祉
課
、
各
支
所

※
審
査
を
し
て
収
集
の
可
否
を

決
定
し
ま
す
。

回
収
容
器
の
設
置
場
所　

資
源

拠
点
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
厚
生
を

除
く
）、
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
、
市
役
所
、
小
俣
・
御
薗

総
合
支
所
、
二
見
公
民
館
、
小

俣
北
部
公
民
館
、
豊
浜
地
区･

四
郷
地
区
・
三
津
・
江
・
西
・

光
の
街
・
今
一
色
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
、
東
大
淀
町
民
会

館
、
山
田
原
・
荘
・
今
一
色
公

民
館
、
溝
口
会
館
、
伊
勢
古
市

参
宮
街
道
資
料
館
、
二
見
健
康

管
理
増
進
セ
ン
タ
ー

る
た
め
、
て
ん
ぷ
ら
油
は
絶
対

に
排
水
と
し
て
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

使
い
終
わ
っ
た
て
ん
ぷ
ら
油

を
、
口
の
広
い
容
器
に
入
れ
、

市
内
各
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る

回
収
容
器
へ
移
し
替
え
て
く
だ

さ
い
。

対
象　

一
般
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る
て
ん
ぷ
ら
油（
植
物
性
食
用

油
）

※
バ
タ
ー
・
マ
ー
ガ
リ
ン
・
ラ

ー
ド
・
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
や
、

事
業
者
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
は

対
象
外
で
す
。

※
天
か
す
な
ど
は
、
な
る
べ
く

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

※
て
ん
ぷ
ら
油
を
入
れ
て
い
た

容
器
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

　

使
い
終
わ
っ
た
て
ん
ぷ
ら
油

を
捨
て
る
場
合
、
薬
剤
で
固
め

た
り
、
新
聞
紙
に
吸
わ
せ
て
燃

え
る
ご
み
と
し
て
処
分
し
た
り

す
る
方
法
が
一
般
的
で
す
が
、

市
で
は
、
燃
え
る
ご
み
を
減
ら

し
、
て
ん
ぷ
ら
油
を
資
源
と
し

て
再
利
用
す
る
た
め
、
使
い
終

わ
っ
た
て
ん
ぷ
ら
油
を
回
収
し

て
い
ま
す
。（
平
成
24
年
度
の

回
収
実
績

：

３
万
１
６
５
リ
ッ

ト
ル
）

　

回
収
し
た
て
ん
ぷ
ら
油
は
、

環
境
に
配
慮
し
た
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
燃
料
に
精
製
さ
れ
る
ほ

か
、
市
内
の
公
衆
浴
場
で
重
油

に
代
わ
る
燃
料
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

※
川
や
海
の
汚
染
の
原
因
と
な

め
ざ
せ
！

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

清
掃
課（
☎
37
１
４
４
３
）

て
ん
ぷ
ら
油
の
回
収

市
の
ふ
れ
あ
い
収
集

て
ん
ぷ
ら
油
の
出
し
方

広
告
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看護師奨学生（在学生）を募集

　

市
で
は
、
教
育
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

は
、
経
験
や
特
技
・
技
能
を
生

か
し
て
、市
内
の
幼
稚
園
や
小
・

中
学
校
で
、
教
育
活
動
を
支
援

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
地
域
の

人
材
や
、
教
職
経
験
者
、
教
員

免
許
保
有
者
、
教
員
志
望
の
学

生
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

※
平
成
24
年
度
は
１
１
８
人
が

登
録
し
、
学
習
支
援
、
心
の
支

援
、
図
書
館
支
援
、
日
本
語
指

導
な
ど
で
活
躍
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

申
し
込
み　

申
込
書
を
、
直
接

同
課（
小
俣
総
合
支
所
・
２
階
）

へ※
申
込
書
は
、
同
課
お
よ
び
教

育
委
員
会
窓
口（
市
役
所
東
庁

舎
・
２
階
）に
あ
り
ま
す
。ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

貸
与
金
額　

月
額
７
万
円（
平

成
25
年
４
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ

っ
て
貸
与
し
ま
す
）

※
貸
与
を
受
け
た
期
間
と
同
じ

期
間
、
同
病
院
の
看
護
師
と
し

て
業
務
に
従
事
し
た
場
合
、
貸

与
金
額
全
額
を
免
除
し
ま
す
。

申
込
期
限　

５
月
29
日
㈬（
郵

送
の
場
合
は
５
月
27
日
㈪
の
消

印
有
効
）

選
考
日　

６
月
８
日
㈯

※
詳
し
く
は
、
同
室
へ
問
い
合

わ
せ
る
か
、
同
病
院
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://hospital.ise.

m
ie.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象　

将
来
、
伊
勢
総
合
病
院

で
看
護
師
業
務
に
従
事
す
る
意

思
が
あ
り
、
現
在
、
看
護
師
の

養
成
施
設
に
在
学
し
て
い
る
２

学
年
以
上
の
人

※
１
学
年
は
、
す
で
に
定
員
に

達
し
た
た
め
募
集
は
あ
り
ま
せ

ん
。

募
集
人
数　

各
学
年
と
も
若
干

名

募 

集
参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

伊
勢
総
合
病
院
経
営
企
画
室

（
☎
63
９
０
５
３
）

伊
勢
総
合
病
院

看
護
師
奨
学
生（
在
学
生
）

を
募
集

学
校
教
育
課（
☎
㉒
７
８
８
１
）

教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集

あ
な
た
の
力
を
幼
稚
園
・
学
校
に
！

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕

６
７
６
万
３
千
円

対
象　

17
歳（
高
校
３
年
生
相

当
）
〜
65
歳
の
泳
げ
る
健
康
な

人活
動
期
間　

７
月
13
日
㈯
〜
８

月
31
日
㈯

勤
務
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

４
時

勤
務
内
容　

プ
ー
ル
の
監
視
、

受
け
付
け
な
ど

※
１
日
７
人
体
制
で
の
業
務
と

な
り
ま
す
。

時
給　

８
７
７
円

募
集
人
数　

12
人
程
度（
面
接

に
よ
り
採
用
者
を
決
定
）

申
し
込
み　

６
月
20
日
㈭
ま
で

に
、
申
込
用
紙（
同
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
）
を
同
セ
ン
タ
ー

へ※
採
用
者
を
対
象
に
、説
明
会
・

救
急
法
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

御
薗
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
☎
36
４
５
１
１
）

プ
ー
ル
監
視
員
を
募
集

御
薗
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕１０

７
万
円

広
告
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市民芸能祭（昨年の様子）

市指定ごみ袋

※
包
装
用
外
袋
に
は
掲
載
さ
れ

ま
せ
ん
。

広
告
の
大
き
さ
・
広
告
料　

左

表
の
と
お
り

募
集
枠
数　

大
袋
・
中
袋
・
小

袋
に
各
２
枠
ず
つ

申
し
込
み　

６
月
７
日
㈮
ま
で

に
、
申
込
書
を
同
課
へ

※
詳
し
く
は
、
同
課
へ
問
い
合

わ
せ
る
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ア
・
伊
勢
市
文
化
協
会
へ
、
ま

た
は
郵
送
で
伊
勢
市
文
化
協
会

（
〒
516

－

0027
桜
木
町
１
４
３
）へ

※
申
込
書
は
各
申
込
先
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

市
指
定
ご
み
袋（
大
袋
・
中

袋
・
小
袋
）
に
広
告
を
掲
載
す

る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

掲
載
期
間　

10
月
〜
平
成
26
年

３
月

※
お
お
よ
そ
の
掲
載
時
期
で
あ

り
、
店
頭
で
販
売
さ
れ
る
期
間

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

広
告
掲
載
位
置　

ご
み
袋
の
表

面
中
段（
左
図
参
照
）

る・
団
体
の
主
た
る
目
的
が
文
化

振
興
で
あ
る

・
芸
能
祭
の
趣
旨
に
賛
同
・
協

力
で
き
る

・
代
表
者
が
会
議
に
必
ず
出
席

で
き
る（
都
合
が
悪
い
場
合
は

代
理
人
で
も
可
）

申
し
込
み　

５
月
15
日
㈬
〜
６

月
10
日
㈪（
当
日
消
印
有
効
）

に
、
申
込
書
を
直
接
同
課
・
教

育
委
員
会
窓
口（
市
役
所
東
庁

舎
・
２
階
）・
観
光
文
化
会
館
・

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ

開
催
日　

10
月
〜
11
月
の
土
曜

日
・
日
曜
日
・
祝
日
の
う
ち
７

日
間
程
度

募
集
部
門

・
伝
統
芸
能（
雅
楽
・
歌
舞
伎

な
ど
）

・
邦
楽（
筝
曲
・
尺
八
・
民
謡
・

大
正
琴
な
ど
）

・
能
楽

・
吟
詠
剣
詩
舞

・
邦
舞（
日
舞
・
新
舞
踊
・
民

踊
な
ど
）

・
洋
楽（
合
唱
・
器
楽
・
民
族

音
楽
な
ど
）

・
洋
舞（
バ
レ
エ
・
モ
ダ
ン
ダ

ン
ス
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
民

族
舞
踊
な
ど
）

・
そ
の
他
の
舞
台
芸
能（
演
劇
・

演
芸
・
奇
術
な
ど
）

※
応
募
状
況
に
応
じ
て
部
門
割

り
を
決
定
し
ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
舞
台
芸
能
団
体

・
活
動
の
本
拠
地
が
市
内
に
あ

ご
み
袋
作
成
費〔
平
成
25
年
度
予
算
〕

５
０
７
１
万
５
千
円（
う
ち
売

払
収
入
５
３
０
５
万
６
千
円
、

広
告
収
入
64
万
円
）

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕１２

８
万
円

文
化
振
興
課（
☎
㉒
７
８
８
５
）

伊
勢
市
文
化
協
会
事
務
局

（
☎
㉒
１
６
４
０
）

市
民
芸
能
祭

出
演
団
体
を
募
集

清
掃
課（
☎
37
１
４
４
３
）

市
指
定
ご
み
袋
へ
の

広
告
掲
載
事
業
者
を
募
集

広告の大きさ・広告料
大袋 中袋 小袋

広告の
大きさ

縦 120mm 
横 180mm

縦 100mm 
横 150mm

縦　80mm 
横 120mm

広告料 10万円 ４万円 ２万円

印刷予定
枚数

282万枚 90万枚 42万枚

広
告
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と
き
・
と
こ
ろ　

左
表
の
と
お

り内
容　

議
会
改
革
へ
の
取
り
組

み
状
況
、
平
成
25
年
度
当
初
予

算
の
審
議
状
況

　

糖
尿
病
患
者
の
急
増
に
伴

い
、
網
膜
症
患
者
は
増
加
傾
向

と
き　

６
月
29
日
㈯
、
午
前
10

時
〜

と
こ
ろ　

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

（
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
）

対
象　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
人
と
付
き
添
い
の
人

申
し
込
み　

５
月
31
日
㈮
ま
で

に
同
課
へ

※
市
内
の
障
が
い
者
団
体
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
必
ず
団
体

を
通
じ
て
伊
勢
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

と
き　

７
月
30
日
㈫
〜
８
月
８

日
㈭
の
う
ち
７
日
間

と
こ
ろ　

小
俣
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

対
象　

55
歳
以
上
の
求
職
者

内
容　

労
働
基
準
法
や
、
総
務

事
務（
社
会
保
険･
労
働
保
険･

雇
用
保
険
な
ど
）
の
実
務
を
中

心
と
し
た
講
義

定
員　

20
人

申
込
期
間　

５
月
28
日
㈫
〜
６

月
28
日
㈮

公
益
社
団
法
人
三
重
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
５
９
・
２
２
１
・
６
１
６
１
）

総
務
事
務
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
講
習

高
齢
者
の
雇
用
・
就
業
の

た
め
の
技
能
講
習

催
し
物

障
が
い
福
祉
課

（
☎
㉑
５
５
５
８
、FAX
㉑
５
５
５
５
）

障
が
い
者
体
育
祭

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕

45
万
円（
う
ち
国
・
県
補
助
金

収
入
33
万
８
千
円
）

伊
勢
総
合
病
院
栄
養
管
理
課

（
☎
㉓
５
１
１
１
）

糖
尿
病
教
室

と
き　

６
月
６
日
〜
８
月
１
日

の
毎
週
木
曜
日
、
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分（
計
９
回
）

と
こ
ろ　

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

全
日
程
に
参
加
で
き
る

人内
容　

木
製
の
３
段
弁
当
箱
へ

の
漆
塗
り

講
師　

西
井
幸
平
さ
ん（
元
伊

勢
市
工
芸
指
導
所
長
）

定
員　

８
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料　

５
０
０
０
円（
材
料

費
を
含
む
）

申
し
込
み　

５
月
24
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

※
漆
に
よ
る
か
ぶ
れ
に
つ
い
て

は
自
己
責
任
と
し
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
５
６
７
７
）

伊
勢
春
慶
塗
教
室

講 

座

に
あ
り
、
中
途
失
明
の
原
因
の

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

網
膜
症
の
怖
さ
は
自
覚
症
状

が
無
い
ま
ま
進
む
こ
と
で
す
。

検
査
を
受
け
れ
ば
早
期
に
発
見

で
き
、
早
期
で
あ
る
ほ
ど
治
療

の
成
功
率
は
高
く
な
り
ま
す
。

　

目
の
合
併
症
の
予
防
・
診
察
・

治
療
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
次
の
と
お
り
糖
尿
病
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

５
月
30
日
㈭
、
午
後
１

時
〜
２
時

と
こ
ろ　

伊
勢
総
合
病
院
・
２

階
講
堂

内
容　

講
座
「
最
近
の
糖
尿
病

眼
合
併
症
の
予
防
・
診
察
・
治

療
」
中
世
古
幸
成
さ
ん（
伊
勢

総
合
病
院
眼
科
部
長
）

議
会
報
告
会

議
会
事
務
局（
☎
㉑
５
６
３
０
）

　

開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
の
た

め
、
議
会
で
決
定
し
た
内
容
を

お
知
ら
せ
し
、
皆
さ
ま
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
市
議

会
に
よ
る
議
会
報
告
会
を
開
催

し
ま
す
。

議会報告会

※時間はいずれも、午後７時～８時30分です。

とき ところ

５月23日㈭ 伊勢商工会議所・５階大ホール

５月24日㈮ ハートプラザみその・多目的ホール

５月27日㈪ 小俣図書館・２階ホール

５月28日㈫ 二見老人福祉センター・集会室

広
告
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同
会
議
所
で
は
、
今
秋
に
斎

行
さ
れ
る
神
宮
式
年
遷
宮
に
つ

い
て
、
よ
り
深
く
学
ん
で
も
ら

う
た
め
、
遷
宮
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

全
４
回
の
最
終
と
な
る
今
回

は
、「
式
年
遷
宮
と
日
本
の
祭
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
を
行
い

ま
す
。

と
き　

６
月
８
日
㈯
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

伊
勢
商
工
会
議
所
・

ょ
う
。

と
き　

６
月
11
日
㈫
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯

周
病
予
防
の
話
、
歯
の
染
め
出

し
体
験
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
実
技

定
員　

30
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

現
在
使
っ
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル
、
手
鏡

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
㉑
０
６
８
３
）

へ

　

成
人
の
う
ち
約
８
割
の
人

が
、
歯
を
失
う
原
因
の
１
位
で

あ
る
「
歯
周
病
」
に
か
か
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

口
や
歯
の
健
康
は
、
食
べ
る

こ
と
や
話
す
こ
と
以
外
に
も
、

体
の
健
康
と
深
く
関
わ
っ
て
お

り
、
糖
尿
病
や
心
筋
梗こ

う

塞そ
く

な
ど

の
生
活
習
慣
病
や
、
早
産
や
低

出
生
体
重
児
出
産
な
ど
の
妊
娠

ト
ラ
ブ
ル
と
も
深
い
関
係
が
あ

り
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
生

き
と
過
ご
す
た
め
に
も
、
若
い

時
か
ら
の
歯
周
病
予
防
が
重
要

で
す
。

　

歯
周
病
を
予
防
す
る
に
は
、

歯
磨
き
な
ど
で
プ
ラ
ー
ク（
歯

こ
う
）
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
正
し
い

歯
の
手
入
れ
な
ど
を
学
び
ま
し

健
康
課（
☎
㉗
２
４
３
５
）

健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

正
し
い
セ
ル
フ
ケ
ア
で

歯
周
病
を
予
防
し
よ
う

伊
勢
商
工
会
議
所（
☎
㉕
５
１
５
３
）

遷
宮
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

平
成
25
年
中
に
新
築
・
増
築

し
た
家
屋
を
対
象
に
、
５
〜
12

月
に
、
市
の
職
員
が
固
定
資
産

税
算
定
の
た
め
の
評
価
に
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

課
税
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
㉑
５
５
３
３
）

家
屋
評
価
に
ご
協
力
を

　平成25年度の軽自動車税・自動車税の納期限
は５月31日㈮です。納期限までに納付してくだ
さい。

　コンビニエンスストアでも納付することがで

きます。詳しくは、納税通知書をご覧ください。

軽自動車税の課税について
➡課税課（☎㉑5531）

軽自動車税の納税について
➡収税課（☎㉑5537）

自動車税について
➡伊勢県税事務所（☎㉗5124）

軽自動車税・自動車税の納付は
納期限内に

問い合わせ先

贈
呈
し
ま
す
。

　

体
力
の
維
持
・
向
上
や
運
動

を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の

た
め
、
楽
し
く
参
加
で
き
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　

６
月
９
日
㈰
、
午
前
９

時
30
分
〜（
受
け
付
け
は
午
前

９
時
〜
）

※
午
前
中
に
終
了
し
ま
す
。

集
合
場
所　

小
俣
総
合
支
所

参
加
費　

10
円（
当
日
持
参
）

問
い
合
わ
せ
先　

伊
勢
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
奥
田
さ

ん（
☎
０
９
０
・
７
６
９
６
・

２
８
６
２
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
荒
天
の
場
合
は
、
午
前
７
時

に
開
催
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、

大
人
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

年
間
皆
出
席
者
に
は
記
念
品
を

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
㉒
７
８
９
１
）

市
民
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
仏
山
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
ク

（
小
俣
町
内
・
約
８
㎞
）

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕

　

30
万
円（
５
回
分
）

５
階
大
ホ
ー
ル

講
師　

神か
ん

崎ざ
き

宣の
り

武た
け

さ
ん（
民
俗

学
者
、旅
の
文
化
研
究
所
所
長
、

東
京
農
業
大
学
客
員
教
授
）

定
員　

１
２
０
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

氏
名（
複
数
で
の

参
加
希
望
の
場
合
は
代
表
者
の

氏
名
）・
電
話
番
号（
で
き
れ
ば

携
帯
電
話
）・
参
加
希
望
人
数

を
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
会
議
所（
〒
516

－

0037
岩
渕
１

丁
目
７

－

17
、FAX
㉓
１
１
５
１
）

へ
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同
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お

　

耕
作
地
や
あ
ぜ
な
ど
の
野
焼

き
の
火
が
、
鉄
道
用
地
に
飛
び

火
し
、
列
車
を
止
め
る
と
い
う

事
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
火

の
動
向
を
し
っ
か
り
と
監
視
す

る
と
と
も
に
、
水
な
ど
を
準
備

し
て
周
辺
に
燃
え
広
が
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
火
気
の
管
理
を

厳
重
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

野
焼
き
を
す
る
際
は
、
周
囲

に
声
を
掛
け
る
な
ど
、
ト
ラ
ブ

ル
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
火
災
と
間

違
わ
れ
る
よ
う
な
野
焼
き
を
す

る
場
合
は
、
伊
勢
市
消
防
本
部

（
☎
㉕
１
２
６
１
）へ
事
前
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
課（
☎
㉑
５
５
４
１
）

鉄
道
沿
線
で
の

野
焼
き
に
注
意
を

伊
勢
商
工
会
議
所（
☎
㉕
５
１
５
５
）

伊
勢
商
工
会
議
所

定
例
窓
口
相
談

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

平成25年度定例窓口相談
相談内容 相談員 とき

経営相談 中小企業診断士 奇数月の第３金曜日、10：00～15：00

IT関連特別相談 中小企業診断士、ITコ
ーディネータ

毎月第１水曜日、13：30～16：30

貿易・投資相談 貿易アドバイザー 毎月第３木曜日、10：00～12：00

日本政策金融公庫金融相談 日本政策金融公庫相談員 毎月第２水曜日、10:00～16:00

商工組合中央金庫金融相談 商工組合中央金庫相談員 ８月・11月・２月の第１金曜日、13：00～15：00

知的財産に関する相談会 知財総合支援アドバイザー 毎月第２火曜日、13：00～17：00

り
定
例
窓
口
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

と
き
・
内
容　

上
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

伊
勢
商
工
会
議
所
・

３
階
中
小
企
業
相
談
所

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

時５月19日㈰、10：00～15：30　所生涯学習センタ
ーいせトピア・多目的ホール　内全国各地の民謡や
童謡を、唄や踊りを交えて三味線で演奏します

時５月25日㈯、９：45～16：30　所生涯学習センタ
ーいせトピア　内歌謡曲（演歌）を主体に勉強した仲
間たちによる歌唱発表会です。友情応援を受けなが

ら楽しんでいます。

時５月16日㈭・６月20日㈭・７月18日㈭・９月19
日㈭・10月17日㈭・12月14日㈯・１月16日㈭・２
月20日㈭、10：00～12：00　所伊勢友の家（宇治浦田
３丁目58-3）　対５歳までの子どもと母親　内子育
ての話、笑顔で子育てできる生活の工夫など。託児

あり（要予約、保険代100円）　料１回300円　申各
開催日の１週間前までに電話で同会へ

時６月８日㈯、14：00～15：30　所皇學館大学・４
号館431教室　内講座「日本の医療が変わる」山路
克文さん（皇學館大学現代日本社会学科教授）

時６月９日㈰、13：30～　所玉城町保健福祉会館・
ふれあいホール　内伊勢の「ぐるうぷSing」と玉
城の「コーラスたあむ」、２つの女声合唱合同コン

サート。曲は「浜辺の歌」「命の理由」など。

時毎週月曜日・木曜日、19：00～22：00　所宇治公
民館、生涯学習センターいせトピア　内初めて尺八
を持つ方、尺八の経験は有るが現在は休まれている

方、腹式呼吸で健康を保ちたい方、ぜひご応募くだ

さい。練習尺八備え有り。　料月額2,000円

藤本流親
ちか

伊勢会　民謡発表会

年に一度の歌唱祭

おさなごと母のつどい

皇學館大学月例文化講座

～歌は楽しいコンサート～

日本の楽器尺八を鳴らしましょう

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内や会員募集などに利用
できるコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。みんなの広場

藤本流親伊勢会・久保さん（☎22-1722）

伊勢愛唱会（☎29-0056）

伊勢友の会・早田さん（☎090-7853-1736）

皇學館大学（☎22-8600）

ぐるうぷSing・楠さん（☎36-4751）

筒音会・百瀬さん（☎24-1900）

７月15日号＝５月31日㈮
８月１日号＝６月14日㈮

掲載申し込み
締め切り

時とき　　所ところ　　対対象　　内内容　　定定員
料料金　　申申し込み



伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師など
が年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています

問い合わせ　健康課（☎㉗2435）
（通話料無料）0000-000-000

フリーダイヤル

14広報いせ ●平成25年５月15日号

伊勢市情報戦略局広報広聴課
〒516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515
FAX 0596-22-9699
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔平成25年度予算〕 　　2,500万円（24回分）

発行日／平成25年５月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課
印　刷／千巻印刷産業株式会社

広報いせ 第117号 「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

伊勢市
携帯サイト

パソコン http://www.city.ise.mie.jp
携帯 http://www.city.ise.mie.jp/m/

※入場券は、５月16日㈭以降、市民交流課（市役所
東庁舎・３階）で販売します。

※託児できます。（要予約）

市民交流課内・男女共同参画れいんぼう伊勢（☎㉑5513）

映画「Ｈ
ホ ー ム

ＯＭＥ 愛
いと

しの座敷わらし」

生涯学習センターいせトピア 多目的ホールところ

500人（先着順）定 員

500円入場料

６月22日土 午後２時～４時と き
（開場は午後１時30分）

会上 映

三重県内男女共同参画連携映画祭2013

主演　水谷　豊、安田成美

©2012「ＨＯＭＥ愛しの座敷わらし」製作委員会

　大切なものは、どこにあるんだろう…。東
京から岩手に引っ越した一家が、「座敷わら
し」との出会いを機に、普通であることの幸
せに気付き、家族の絆を再生していく心温ま
る物語。

ＨＯＭＥ 愛しの座敷わらし
映画紹介

いせトピア
まなびのパスポート

対象

※試験日は、申込者に通知します。
※募集要項・受験申込書は伊勢総合病院経営企画室にあります。また、同病院のホームページ（http://hospital.ise.
mie.jp）に掲載します。

※院内保育所など、子育てを支援する制度があります。

伊勢総合病院経営企画室（☎639053）

伊勢総合病院 作業療法士を募集
次の要件を全て満たす人

●昭和53年４月２日以降に生まれた人で、作業療法士免許を有する人
●地方公務員法の欠格条項に該当しない人
※日本国籍を有しない人は、永住権または特別永住者の在留資格を有すること。

受験資格

１人程度採用予定人数

８月１日採用予定日

５月31日㈮（郵送の場合は５月29日㈬の消印有効）までに、受験者本人が、直接または郵送
で伊勢総合病院経営企画室（〒516-0014 楠部町3038）へ

申し込み

お詫びと訂正 　「広報いせ」５月１日号・15ページに掲載しました「お白石持行事」の外宮奉献日の表中に、
次のとおり誤りがありましたのでお詫びして訂正します。

８月25日㈰　＜早修・有緝・二見＞誤 ８月25日㈰　＜宮沼・中島＞正
御遷宮対策事務局

（☎㉕5215）
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